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文学部仏教学科に入学,そ の後は順調に同大学院修士課程 ・博士課程へ と進ま
れた.その間の昭和四十八(1973)年,同窓の百濟小雪さんと御縁があって1養
子縁組の形で善照寺に入 られた.昭 和五十八(1983)年には龍谷大学 ・専任講師
となり,昭和六十(1985)年に助教授,平 成三(1991)年に教授に昇進された.
目下,我 々が蓮池利隆氏らの協力を得て作成中の業績 目録には約80点の論著














西本願寺の若 き門主として明治時代の 日本に巨大な足跡を残 した文化的英







事 「人間 ・科学 ・宗教」の一環 として開催 されたシンポジウム「仏教東漸」にお
いては裏方 として活躍されたが,な んといっても記憶に新 しいのは,大谷探検
隊百周年記念学術企画 「仏の来た道」の一環として氏が企画され,昨2003年初
秋,京 都で開催された国際学会 「シルクロー ドの文物 と現代科学」の成功であ





ツィーメが長 らく百濟氏 と共同研究を行なってきた.そ して氏は死の直前まで
その解明に心血を注いでおられた.このテキス トは真に長大なものであるが,









斯学 と百濟氏 との御縁が切れることはない.我 々は今後 も折に触れて彼の業績
に接するわけであり,その度にあの温厚な笑顔を思い出すことであろう.
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